
持続可能な森林管理及びREDD+支援プロジェクト( F-REDD ) 
本プロジェクトの目的はREDD+に係る戦略策定、実施体制構築、実施のコーディネーションの支援と森林資源情報の整

備などに係る能力の強化をはかり、それによってラオスの持続的な森林管理の促進に寄与することです。農林省森林局(M

AF-DOF)を実施機関として協力しています。 

第2回JCC開催 
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第2回JCC (Joint Coordination Committee) が農林省森林

局のスサート局長を議長、JICAラオス事務所の牧本小枝次

長を共同議長として、5月12日に開催されました。会議で

はこれまでのプロジェクト活動成果と今後の活動計画が説

明され、それに対する質疑や議論が交わされました。 

今回の会議では、ラオス政府による森林関部局の農林省

への統合を受けて、プロジェクト実施機関を森林局に一本

化することが合意されました。これを受けて今後、JCCメ

ンバーやプロジェクト実施体制の改正が為されます。また

、農林省からの要請を受けて森林法改正とFCPF炭素基金

年次ワークショップ開催 

F-REDDは他の開発パートナーとの緊密な連携の

もとにラオスの森林セクターならびにREDD+を支

援しています。そのため、プロジェクト方向性や進

捗、成果を関係者に広く知ってもらうことが非常に

重要です。 

その一環として、5月24日に年次ワークショップ

が開催されました。森林局、大学、研究機関といっ

たラオス関係者と、森林セクターを支援している国

際プロジェクトや援助機関などの代表が参加し、 

F-REDDのカウンターパートと専門家が共同でプロ

ジェクトの活動計画と進捗を発表しました。 

参加者からは、プロジェクトの方向性や技術面へ

の質問、成果をより高めるための建設的なコメント

が多数提示されました。ラオスでは様々な森林関係

の取り組みやプロジェクトが実施されておりそれら

関係者にとってF-REDDの支援への関心の高さが伺

えました。 

共同議長の牧本次長（左）と 議長のスサート局長（右） 

向け「排出削減プログラム計画書 (ERPD)」作成への支援が新たに追加されたほか、ルアンプラバン県

における政策パイロット事業の内容も了解されました。 

ラオスはUNFCCCやFCPF炭素基金からの成果支払い獲得に向けてREDD+実施の準備段階にあり、今

後1年のうちにF-REDDが支援の一翼を担うFREL/FRLやERPDの提出、ルアンプラバン県REDD+計画策

定などが控えています。与えられた時間の中で、技術移転を進めながらこれらの目的を遂行するために

も関係者一同一層力を入れて取り組んでいく必要があることが再認識されました。  



成果3：国レベルのREDD+支援 

◆第4回REL/MRV技術作業部会会合開催 

◆ERPD作成にあたっての検討・調整および執筆作業 

 

成果4：ルアンプラバン県のREDD+準備支援 

◆県REDD+行動計画（PRAP）策定に向けた郡・村落レベ

ルでのローカルコンサルテーションとりまとめ 

◆県REDD+活動計画（PRAP）ドラフティング作業 

◆PRAP優先政策パイロットの計画立案および情報収集作業 

共通の活動 

◆第2回JCC開催  

◆年次ワークショップ開催 

 

成果1：中央政府の森林セクター支援 

◆9月の本邦研修に向けた準備 

 

成果2：REDD+実施による排出削減・吸収増加量の測定支援 

◆森林区分図（2000,05,10,15年）の完成  
◆RELドラフティングチーム第4回会合開催および暫定REL作成 

◆層化および不確実性検討 

◆NFMSの物理システム機能開発作業 

プロジェクトオフィス 

Kouvieng Street, Sisaket Village, 
Chanthabouli District,  
Vientiane Capital, Laos 
Tel & Fax: 021(22)2536 

 

プロジェクトHP 
http://www.jica.go.jp/project/
laos/018/index.html 

 

 
Juｌ. 

RELドラフティングチーム第5回会合開催  

 
Aug. 
森林サブセクター作業部会 

第5回REL/MRV技術作業部会会合 
 
Sep. 
本邦研修（森林の多面的利用） 

農林省 
Ministry of Agriculture and Forestry (MAF) 

成果毎の主な活動 

コンタクト 次期四半期のイベント 

森林調査計画課のリントン課長がリーダーを務めるREL/MRV技術

作業部会の第4回会合が5月24日午後に開催され、森林局やその他開

発パートナーを含めた総勢30名が参加しました。 

今回の会合では、F-REDDが支援している複数年次の森林区分図

や森林タイプごとの炭素量データを元に、ラオス国の森林からの温

室効果ガス排出・吸収量を予測するRELの算定方法と暫定値が発表

され、参加者の間でその妥当性について議論が交わされました。今

回の会合は技術的に複雑な内容であり、暫定値を用いた結果でもあ

ったことから、技術作業部会メンバーと専門家間で、さらなる時間

を設けて検討することとなりました。 

ラオスが今後、UNFCCCやFCPF炭素基金の要求水準を満たすRE

Lレポートをまとめ上げるには、関係各所の十分なキャパシティ向

上と連携が欠かせません。F-REDDは引き続き技術面・体制面を支

援していきます。  

暫定REL及びその基礎データに関する発表 

REL/MRV 技術作業部会 第4回会合 


